（別紙）
平成28年度　第１回　国有林モニターアンケート
	本アンケートは、国有林野の管理経営の参考とするため、国有林モニターの皆様に以下の問いについて尋ねるものです（全16問）。なお、回答については、匿名で公表させていただく場合がございますので、あらかじめご了承ください。
【アンケートの目的】
　・国有林野の取組に関する関心事項等を把握し、今後の情報提供等のあり方について
検討する。
　・国有林モニターの皆様の関心事項を把握し、今年度の活動に反映する。


	


　氏名：　　　　　　　　　　住所：　　　　県　　　モニター歴：　　回目
１．国有林野の管理経営について　
　
　同封の「平成28年度重点取組事項」は、平成28年度において九州森林管理局が重点的に取組むべき内容についてまとめたもので、例年、年度初めに公表しているものです。そちらもご参照の上、それぞれの問いについて、選択肢①～④から、一つお選びください。
問１－１　「多様で健全な森林づくり（ｐ2～3）」について
	　当局では、国有林野の森林の多面的機能を持続的に発揮させるため、森林吸収源対策として必要な間伐の実施や主伐及びその後の計画的な更新など適切な森林施業を推進するとともに、これらの取組を効率的に実施するために必要な林道等の路網整備を進めることとしております。この取組内容についてお尋ねします。


	


　①　このような取組を実施していることを概ね知っている
　②　知っている内容もあるが、知らない内容もある
　③　いずれも知らなかったが関心がある
　④　あまり関心がない
問１－２　「安全・安心な暮らしの実現（ｐ4）」について
	　当局では、集中豪雨や台風等による山地災害等の防止・軽減のため、荒廃山地等の復旧整備や海岸防災林の整備等を計画的に推進するほか、民有林直轄治山事業の実施や大規模災害時の緊急対応など、民有林への支援に積極的に取り組むこととしております。この取組内容についてお尋ねします。


	


　①　このような取組を実施していることを概ね知っている
　②　知っている内容もあるが、知らない内容もある
　③　いずれも知らなかったが関心がある
　④　あまり関心がない
問１－３　「地域と連携した生物多様性保全の保全（ｐ5）」について
	　当局では、世界自然遺産等において貴重な森林生態系を有する区域を「森林生態系保護地域」に設定するなど、厳格な保全・管理に努めるほか、シカ被害対策については、地域と連携した対策を実施するとともに、モデル地域を設定し効果的な捕獲対策の実証等を行っております。この取組内容についてお尋ねします。


	


　①　このような取組を実施していることを概ね知っている
　②　知っている内容もあるが、知らない内容もある
　③　いずれも知らなかったが関心がある
　④　あまり関心がない
問１－４　「低コスト化を実現する施業モデルの展開と普及（ｐ6）」について
	　当局では、民有林への普及を念頭にした林業の低コスト化等に関する先駆的手法を積極的に導入するとともに、国有林野の管理経営や民有林において、低コストで高効率な施業が普及・定着するよう取組を行うこととしております。この取組内容についてお尋ねします。


	


　①　このような取組を実施していることを概ね知っている
　②　知っている内容もあるが、知らない内容もある
　③　いずれも知らなかったが関心がある
　④　あまり関心がない
問１－５　「森林を守り育てる人材の育成（ｐ7）」について
	　当局では、事業の安定的な発注等を通じた林業事業体の育成に取り組むとともに、国有林のフィールドの提供等を通じて森林・林業技術者の育成を支援しております。また、国有林の職員を森林総合監理士（フォレスター）として育成し、市町村行政への技術的な支援に取り組んでおります。この取組内容についてお尋ねします。


	


　①　このような取組を実施していることを概ね知っている
　②　知っている内容もあるが、知らない内容もある
　③　いずれも知らなかったが関心がある
　④　あまり関心がない
問１－６　「民有林と連携した森林づくり（ｐ8）」について
	　当局では、地域における林業の成長産業化の実現に向けて、民有林と国有林との連携による森林共同施業団地での取組を強化するとともに、地域での民有林と国有林の取組が一層調和されたものとなるよう、各種会議を通じた積極的な情報発信に努めております。この取組内容についてお尋ねします。


	


　①　このような取組を実施していることを概ね知っている
　②　知っている内容もあるが、知らない内容もある
　③　いずれも知らなかったが関心がある
　④　あまり関心がない
問１－７　「木材の安定供給による地域振興（ｐ9）」について
	　当局では、木材を計画的・安定的に供給することを通じて地域振興に貢献していくほか、これまで主として外材を利用してきた大口の需要者に直接供給すること等により、国産材全体の需要拡大に貢献していくこととしております。この取組内容についてお尋ねします。


	


　①　このような取組を実施していることを概ね知っている
　②　知っている内容もあるが、知らない内容もある
　③　いずれも知らなかったが関心がある
　④　あまり関心がない
問１－８　この資料について、解らない用語がございましたら、合わせてお知らせください（任意）。

２．パンフレット「九州の国有林」について　
　同封のパンフレット「九州の国有林（平成26年6月20日改訂版）」は、九州の国有林の概要や九州森林管理局の取組について紹介しているものです。今後の改訂の参考とさせていただきたく、以下についてお尋ねします。
問２－１　このパンフレットをご存じでしたか？
　①　知っていた
　　　どちらで知りましたか　①　九州森林管理局のホームページ
　②　印刷物　（設置場所：　　　　　　　　　　）
　③　その他　 　例：○○で配布された
　②　知らなかった
問２－２　パンフレットについて、どのように感じましたか。
　①　とても良い　　②　良い　　③　普通　　④　悪い　　⑤　とても悪い
問２－３　良いと思った箇所、悪いと思った箇所についてご意見をお聞かせください（任意）。

３．「モニター会議」について　
　森林・林業や国有林野の管理経営について、皆様によりご理解・ご関心いただくため、国有林の現地視察や意見交換会を行う「国有林モニター会議」の開催を予定しております（例年９～10月）。より多くの皆様にご出席いただき、有意義な会議とするため、以下についてお尋ねします。
　※会場への交通費（遠方からお越しの場合は宿泊費も含む）については、一部を当局で負担いたします。ふるってご参加いただければと思います。
　※視察場所・時期については、ご要望に添えない場合もございますのでご了承ください。
問３－１　モニター会議への参加を希望しますか。
　①　希望する　　　②　希望しない　　　③　未定
問３－２　いつ頃の開催を希望しますか（複数回答可）。
　①　９月上旬　　　②　９月中旬　　　③　９月下旬　　　④　10月上旬
　⑤　10月中旬　　 ⑥　10月下旬　　 ⑦　いつでも可
問３－３　現地視察したい内容について選択してください（複数回答可）。
　①　森林整備事業の取組　　　　　　（重点取組事項のｐ２，６ ）
　　　　例：間伐、低コスト化造林の作業現場の視察
　②　治山事業の取組　　　　　　　　（　　　〃　　　ｐ４　　）
　　　　例：治山施設の施工現場の視察
　③　生物多様性保全の取組　　　　　（　　　〃　　　ｐ５　　）
　　　　例：保護林の視察、鳥獣被害対策現場の視察
　④　木材の安定供給・需要拡大の取組 （　　　〃　　　ｐ９　　）
　　　　例：素材生産現場の視察、木材加工施設の見学
　⑤　現地視察ではなく、座学や意見交換の時間を充分に取りたい
　上記以外で、現地視察したい具体的な内容がございましたら、ご記入ください。

問３－４　その他、国有林モニター会議に関してご意見、ご要望がございましたら、ご自由にご記入ください。

４．その他　
　今回、問１～問３まででお尋ねしたことも含め、森林・林業や、国有林野の管理経営について、ご意見、ご要望、期待することがございましたら、ご自由にご記入ください。

　アンケートは以上です。ご協力いただき、誠にありがとうございました。
　本アンケートについては、６月１７日（金）までに、同封の返信用封筒にてご返送ください。なお、同様の様式をＷｏｒｄファイルで、九州森林管理局ホームページに掲載しておりますので、そちらをダウンロードの上、メールによる提出でも構いません。
　題名：　国有林モニターアンケート回答（　氏　名　）
　送付先：　ky_kikaku@maff.go.jp
その他、ご不明な点がございましたら、下記の担当までご連絡くださいますようお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　■□□□□
　　　　　　　　　　　　　　　九州森林管理局　企画調整課　室木（むろき）
　　　　　　　　　　　　　　　　電話：096-328-3511
　　　　　　　　　　　　　　　　メール：ky_kikaku@maff.go.ｊｐ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□□□□■
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